
                                                                                     

宇陀市のめざす教育 
  

基本方針 Ⅰ             

「生きる力」と「夢」を育む教育の実現  

就学前教育の充実  ～確かな学力・豊かな人間性・健やかな心身の育成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する実践研究（就学前・小・中学校） 

＜学びの創造 UDA プラン推進＞ 

平成 27 年度からの全国学力・学習状況調

査国語・算数・数学調査問題からの考察 

児童質問紙調査からの考察 

① 基礎・基本の定着に課題が見られる。 

② 目的や意図に応じて複数の「記述」 

「グラフ」「表」などから適切に情報を 

選択する力に課題がある。 

③ ②に付随して、根拠を明確にして自分 

の考えを表現することに課題がある。 

④記述問題（書く力）に課題があり、無回 

答率が高い。 

 

①  国語に関する意欲は高いが、算数に 

ついては低い。 

② 家庭学習で宿題はしているが、予習・ 

復習など自主的な学習に課題がある。 

③ 「自分にはよいところがある」 

（自尊感情）が全国比低い。（小-8.7、中- 

6.7） 

 

研究課題：3 つの重点課題 

（１）教師の指導力向上 

・わからない子、でき 

ない子、困った子の立

場に立った学習、児童

生徒指導（UD 化） 

・主体的対話的深い学び 

（AL 化） 

 

（２）家庭学習の充実 

・具体的、継続的な指導 

・生活上必要な習慣や技

能の定着 

・自立した生活態度             

 （自分のことが自分で

できる） 

（３）学びの意欲～理解度の低い子どもへ

の支援 

規範意識の向上、幼小中連携の取組 

・宿題の出し方の工夫、学期末の復習の重

視（小学校） 放課後学習会土曜塾（中学

校）長期休業中の補習など、できるとこ

ろからやっていく 

・学習規律を徹底し規範意識を高めること

を授業やそれ以外の場面で充実させる。 

・めざす子ども像を共有する、幼小、小中

間の連携を推進する。 

今、つけたい力 

・基本的生活習慣 
（園・所等との連携） 

・人と関わる力 
（家族のコミュニケーション） 

（園・所、地域とのむすびつき） 

・豊かな心と意欲 
（さまざまな体験） 

・学びの土台づくりは家
庭から 

 

・生活する力 

・対応力 

・思いやり 

・学ぶ力 

 

 

 

健やかな心身 
 

 

豊かな人間性 
 

 

確かな学力 
 

「生きる力」と「夢」を育む教育 

0 歳から 15 歳までの切れ目のない保育・教育を行い、一人一人の興

味・関心に基づいた遊びや自然とのふれ合いなどの直接的・具体的な

体験を通して、自尊感情や人とのかかわる力など「生きる力」の醸成。

を育む。 

〈幼小接続〉 

「主体的・対話的で深い学びの実現」のために 

小学校・中学校での子どもたちの力が引き出されるよう、幼児期の教育と小学校教育の円

滑な接続の在り方を探っていく。 

• 宇陀市立榛原東幼稚園・榛原東小学校が県の幼小接続事業、モデル指定校とな

って取り組む。 （ H２８年度、H２９年度 ） 

・宇陀市幼小連携推進委員会を立ち上げ、モデル校の実践発表を聞いたり各地域

の幼小接続の取組を情報交換したりしながら、研修を深め、 更に市全体で高ま

っていけるようにする。 

  「幼児期の学びを知り、小学校教育につなげる」 

                

   

教教員員のの資資質質のの向向上上ののたためめにに  

体制づくり
  

教員の意識改革
 

①個人   学年  学校、園全体の広がりへと意識変革 

②「知らない部分を知ろう」    教員の校種を超えた意識変革 

③先生方の工夫・改善  子どもの主体性につながる意識変革 

就学前教育の充実をめざして ➀ 資料３ 
 宇陀市教育委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前教育の充実をめざして ②  宇陀市教育委員会 


